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概要：新型コロナ感染症禍において，双方向イベントや学生実験を行う手段として，オンデマン

ドで装置の遠隔操作ができる実験システムの開発を行っている．前回，Web 会議サービス Zoom

又は，音声認識エンジン Julius を用いてオンデマンドの遠隔操作が可能な事を報告した 1)．2021

年度前期，Zoom の「リモート制御」機能を用いて遠隔の学生実験（テーマ名：AD / DA 変換）を

実施した．ここでは，遠隔実験の概要，洗い出された課題，そして課題解決の見通しを記す． 

AD / DA 変換の遠隔実験 

［R-2R 型 DA 変換器］と［逐次比較

型 AD 変換器］をそれぞれ理論 100 分

と実験 100 分で実施した．学生は一ク

ラス 16 人で，自宅から Zoom で参加し

た．遠隔実験で学生が受け身一方にな

らないように理論のうち 50 分は 4 人

単位のグループ学習にあてた． 

実験は教員の PC に接続された 1台

の回路を全員が交代で遠隔操作するこ

とで行った．図 1に逐次比較型 AD 変換器の実験時に学生の PC モニタに表示された画面を示

す．操作パネル(a)は実験回路の出力表示とデータ入力部からなる．学生は教員に「リモート制

御のリクエスト」を送信し，教員がそれを「承認」するとデータ入力部をマウスで操作できるよ

うになる．実験回路(b)はプログラムの書き換えで AD と DA 変換の実験ができるようにした． 

Zoomの「リモート制御」を用いた AD / DA変換変換の遠隔実験で得た知見と課題 

知見：Zoom とインターネット回線だけで自宅から学校の実験回路を例外なく遠隔操作できた． 

課題：遠隔操作する人を交代するには，「リモート制御のリクエスト」と「承認」が必要で，そ

れがブレークアウトルームに分かれてのグループ実験の障壁となる． 

音声制御の「AD / DA 変換」実験装置 

音声認識エンジン Julius を用いた装置の遠隔操作法 1)を用いて図 1(b)の実験回路を音声制御す

る装置を作製し，動作を確認した．これにより Zoomの「リモート制御」で必要だった「リモート

制御のリクエスト」とその「承認」が不要になり，ブレークアウトルームでのグループ実験の可

能性が見えてきた．7月に実機を使用した実験を行う予定で，その詳細は学術講演会で報告する． 

参考文献  1)  平谷雄二：第 68 回応用物理学会春季学術講演会，19a-P03-3（2021）. 
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図 1  抵抗ラダー型 DA 変換器の遠隔操作 
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